
情報数学 III — 一般の平面への透視投影（演習問題の解答） （2011 年度後期 担当：佐藤）

問題 6.3.

(i) 方程式 3x + 2y + 2z = −1が z̃ = 0となるように座標変換する*1．たとえば，
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(ii) 視点 S を同次座標で表し，さらに x̃ỹz̃-座標に変換する；
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(iii) z̃ = 0への透視投影（視点 S̃）を表す行列をつくる；
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*1 12月 7日の講義メモおよび自身のノートを参照．

1/2



情報数学 III — 一般の平面への透視投影（演習問題の解答） （2011 年度後期 担当：佐藤）

(iv) xyz-座標における π への透視投影を表す行列を計算する；
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(v) 各点 A,B, C, D, E, F を同次座標で表し，行列 ΦS をかける；
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(vi) 各点の ΦS による像を直交座標で表す；
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